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Palmアプリケーションを介した、インターネット及び赤外線ポートを
使った情報交換コンテンツ

前橋将彰

masaaki@ny.thn.ne.jp 

http://www.maebasi.com/tool/ 

國 井 利泰

t o s i @ k u n i i . c o m

h t t p : / / w w w. k u n i i . c o m 

携帯情報端末（ここではPalm）を利用して、口コミ情報をユーザー間で交換するコンテン

ツの交換システムを開発した。

本システムでの情報交換時に赤外線ポート及びインターネットを利用する。赤外線を介

した機能では、相互に送りたい情報を受け取ったり送ったりすることができる。

また、このインターネットを利用した機能では、口コミ情報を流したい特定のターゲッ

トだけに情報を流せる。

これにより、人々が興味深い情報を蓄えておくこと、それを送ること、送り

たい相手にだけ情報を送ること、自分にぴったりの情報を得ること、そして、

それらが互いに連携していることを目指した。

Information exchange contents using the Internet and the infrared port through Palm

application.

Masaaki Maebashi

masaaki@ny.thn.ne.jp 

http://www.maebasi.com/tool /

T o s i y a s u L , K u n i i

t o s i @ k u n i i . c o m

h t t p : / / w w w. k u n i i . c o m 

Contents that exchange word-of-mouth information among users are developed for a personal digital

assistants (Palm). An infrared port and the Internet are used at the time of this exchange. And, in

the function using the Internet, information is controlled such that it is passed only to the specific

target which wants to receive word-of-mouth information. 
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1.緒言緒言緒言緒言

現在の携帯電話のユーザーは2人に1人と、

相当な市場規模である。一方PCに関しても一

家に複数台の時代となった。これらの市場は

成熟しつつあり、すでに様々な人がいろいろ

なソフトウェア、コンテンツを提供している。

他方、PDA（携帯情報端末）は、現在は現

状年間200万台程度の出荷台数であるが、今後

急速に普及すると思われる (3。

しかしながら、現状はそのようなPDA（携

帯情報端末）の伸びに見合うだけの、ソフト

ウェアの開発はなされていないように思われ

る。

逆を言えば、PDAの特性を生かしたPDA用

ソフトウェアの開発は、マーケットにおいて

今後は非常に魅力的であると考えられる。

特に、この「携帯性」に加え、（電子ブッ

クに利用されるような）携帯にはない画像の

表現力の高さ潜在的な需要があるものと思わ

れる。

2.情報配信ツールの要求。情報配信ツールの要求。情報配信ツールの要求。情報配信ツールの要求。

現在は、様々な広告があふれている。

電車の中刷り、駅前で配布しているティッ

シュ、バスの車体に張られた看板、インター

ネットのバナー広告などである。

しかしながら、いずれもが本当にほしい相

手に適切な情報を送れているとは言い難い状

況である。さらに言うならば、大半は無駄に

なっていると思われる。

逆に、そうであるからこそ、「（多少コス

トはかかっても）ターゲットを正確に絞った

情報を送りたい」というマーケットの潜在的

な要求は高い ( 4。

3 .環 境環 境環 境環 境

こ の シ ス テ ム は 、 ク ラ イ ア ン ト 側 は

P a l m O S 4 . 0以 上 の カ ラ ー 機 種 を 念 頭 に 置

い て い る 。

ま た 、ク ラ イ ア ン ト 側 の ソ フ ト は C + +で

コ ー デ ィ ン グ を 行 い 、プ ロ グ ラ ミ ン グ ソ

フ ト は 、 C o d e W a r r i o r f o r P a l m 7 . 0 を 使

用 し た 。

サ ー バ ー 側 は 、 O Sは L i n u x、 デ ー タ ベ ー

ス は P o s t g r e S Q L ( 7 . 0 . 2 )、そ し て ク ラ イ ア

ン ト ソ フ ト が 接 続 す る 部 分 は P H P ( 4 . 1 . 2 )

を 利 用 し て 作 成 し た 。

こ の ツ ー ル の ダ ウ ン ロ ー ド お よ び 、具 体

的 な 使 用 方 法 な ど は

h t t p : / / w w w . m a e b a s i . c o m / t o o l / に お い て

公 開 し て い る 。

研究会Temp 
－62－



 -3-

4 .概念モデル概念モデル概念モデル概念モデル

 このコンテンツの概念をThe Adjunction

Space モデルであらわすと下記のようにな

る。

①  赤外線ポートを介しての情報交換機能。

Y

f:Y0→凵 X | Y0 ⊆ Y

X

g :X凵Y→X凵 fY

Y： 情 報 の 送 り 手 の 関 心 事

X： 情 報 の 受 け 手 の 関 心 事

ま た 、 上 記 で の 関 数 ” f ”は 、 情 報 の 送 り

手 と 受 け 手 を 関 連 づ け る た め の 接 着 関

数 で あ る 。

そ の た め 、下 記 の よ う に 表 現 す る こ と が

で き る 。

g :X凵Y→X凵 fY

= X凵Y/~

= X凵Y/(x~ f(y) |∀ y∈Y0)

yは Y 0上 の 任 意 の 点 、 （ 図 で は 、 Y 0の 網

掛 け の 部 分 上 の 任 意 の 点 ） xは 、 そ れ と

対 応 が と れ た X上 の 点 で あ る 。

ここでgは等化関数（商関数）である。

赤外線ポートを介しての情報交換機能は目の

前にいる人1人に対して自分の持っている情

報を送るもの、または、逆に相手の持ってい

る情報を受け取るものである。

そ の た め 、上 記 の 表 の よ う に 表 現 さ れ る 。

要 す る に 、情 報 の 送 り 手 Yと 情 報 の 受 け

手 Xの 関 心 が 合 致 す る と こ ろ が あ れ ば 、

そ の 情 報 を 交 換 で き る と い う も の で あ

る 。

こ の 関 係 は 下 記 の よ う に 示 す こ と が で

き る 。

Y：送信者 = B n
s e n d e r Y

X：受信者 = Bm
r e c e i v e r X

n , mは そ れ ぞ れ 、 情 報 送 信 者 と 情 報 受 信

者 が 興 味 を 持 っ て い る 要 素 数 。

た だ 、人 間 が 関 心 を 持 っ て い る も の と い

う の は 、「 何 個 」と い う よ う に 定 義 で き

る も の で は な い 。

 Y0

 f(Y0)

 Y0
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し か し 、ソ フ ト ウ エ ア 上 で 情 報 を 交 換 す

る た め に は 要 素 を 決 め な く て は な ら な

い 。

こ の ソ フ ト で や り と り す る 情 報 は 、

2 0 0 2 / 1 0 / 2 9現 在 の バ ー ジ ョ ン で は

1 . 店 舗 ・ 施 設 等 の 名 前

2 . そ の 店 舗 ・ 施 設 等 に 関 す る コ メ ン ト

3 . カ テ ゴ リ （ 分 類 ） 名

4 . 情 報 発 信 者 の 名 前

5 . 電 話 番 号 ・ F A X番 号

6 . 郵 便 番 号 ・ 住 所

7 . 手 書 き の 地 図

上 記 の も の で あ る 。

要 す る に n = m = 7と い う こ と に な る 。

こ の と き 、情 報 送 信 者・情 報 受 信 者 の 関

心 が 合 致 し た と き 下 記 の よ う に 表 現 す

る こ と が で き る 。

Y：送信者 = B l
s e n d e r Y

X：受信者 = B l
r e c e i v e r X

（ lは 、 0 < l≦ 7の 整 数 ）

逆 に 、そ れ 以 外 の 部 分 は 各 々 下 記 の よ う

に 表 現 す る こ と が で き る 。

Y：送信者 = B n - l
s e n d e r Y

X：受信者 = Bm - l
r e c e i v e r X

項 目 の 中 で 何 が 双 方 合 致 す る の か と い

う の は 、 そ の 場 合 場 合 に よ っ て 異 な る 。

た と え ば 、カ テ ゴ リ だ け が 合 致 す る 場 合

も あ り 得 る し 、「 カ テ ゴ リ 、場 所 、な ど

い ろ い ろ な 項 目 が 合 致 し た の で そ の 情

報 を ほ し い 」と 判 断 す る 場 合 も あ り 得 る 。

② ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し た 情 報 の 送 受 信 。

こ こ で や り と り さ れ る デ ー タ は 、口 コ ミ

情 報 と 同 じ 内 容 の も の で あ る 。

ただ、以下で書くものは、それではなく、ど

ういうターゲットに向けて情報を送るのかと

いう関係を示すものである。

Y

f: Y0→凵 iXi | Y0 ⊆ Y 

  Xi

g : (凵 iX i)凵Y→ (凵 iX i ) 凵 fY

X3

X2

X1

 f(Y0)

 Y0

X3

X2

X1

 Y0
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ま た 、 上 記 で の 関 数 ” f ”は 、 赤 外 線 で の

情 報 交 換 時 と 同 じ よ う に 、情 報 の 送 り 手

と 受 け 手 を 関 連 づ け る た め の 接 着 関 数

で あ る 。

g : (凵 iX i)凵Y→ (凵 iX i ) 凵 fY

Y： 情 報 の 送 り 手

X =凵 i X i： 情 報 の 受 け 手

こ こ で gは 等 価 関 数 （ 商 関 数 ） で あ る 。

こ の 関 係 も 口 コ ミ 情 報 交 換 と 同 様 に 次

の よ う に 示 す こ と が で き る 。

Y：送信者 = B n
s e n d e r Y

Xi：受信者 = Bm
r e c e i v e r X i

項目は2002/10/29現在次のようなものを定義

している。

1 . 住 所 ,  2 . 世 代 , 3 . 性 別 , 4 . 趣 味 ,

5 .職 業

そ の た め 、上 記 は n = m = 5と い う よ う に 示

す こ と が で き る 。

送 信 者 が 送 り た い タ ー ゲ ッ ト を 確 定 し

た と き の 状 況 は 次 の よ う に 書 く こ と が

で き る 。

Y：送信者 = B l
s e n d e r Y

Xi：受信者 = B l
r e c e i v e r X i

（ lは 、 0 < l≦ 7の 整 数 ）

逆 に 、そ れ 以 外 の 部 分 は 各 々 下 記 の よ う

に 表 現 す る こ と が で き る 。

Y：送信者 = B n - l
s e n d e r Y

Xi：受信者 = Bm - l
r e c e i v e r X j

項 目 の 中 で 何 が 送 信 側 で 合 致 す る の か

と い う の は 、そ の 場 合 場 合 に よ っ て 異 な

る 。

ま た 、送 信 者 は 複 数 い る の で そ れ に つ い

て は 下 記 の よ う に 表 現 で き る 。

た と え ば 、受 信 側 が 静 岡 県 沼 津 市 在 住 の

2 8歳 の 男 性 の 大 学 院 生 と い う 場 合 。

送信側では、「静岡県沼津市在住の大学院生」

に情報を流したい人 (Y1)と、「28歳の男性」

に情報を流したい人 (Y2)などが存在する、こ

の状況は下記のように表現することができる。

 

 Yj

f:凵 jYj0→凵 iXi

  Xi

Y

Y3
Y30

Y

Y2

X3

X2

X1

 f(Y20)

Y20

Y1

 Y10

 f(Y10)

凵 jYj0

凵 iXi
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g : (凵 iX i)凵 (凵 jY j)

→ (凵 iX i )凵 f (凵 jY j)

Y j： 情 報 の 送 り 手

X i： 情 報 の 受 け 手

こ こ で gは 等 価 関 数 （ 商 関 数 ） で あ る 。

送 信 者 が 送 り た い タ ー ゲ ッ ト を 確 定 し

た と き の 状 況 は 次 の よ う に 書 く こ と が

で き る 。

Yj：送信者 = B l
s e n d e r Y j

Xi：受信者 = B l
r e c e i v e r X i

（ lは 、 0 < l≦ 7の 整 数 ）

逆 に 、そ れ 以 外 の 部 分 は 各 々 下 記 の よ う

に 表 現 す る こ と が で き る 。

Yj：送信者 = B n - l
s e n d e r Y j

Xi：受信者 = Bm - l
r e c e i v e r X i

5 .結 論結 論結 論結 論

上 記 の 概 念 で コ ン テ ン ツ を 作 成 す る 事

に よ り 、P D Aに よ る 豊 富 な 情 報 を や り と

り で き る よ う に し た 。

た と え ば 放 送 は 多 対 多 に 情 報 を 流 し て

お り 、通 信 は 一 対 一 で メ ッ セ ー ジ を 交 換

し て い る 。

こ れ ら を 融 合 し た 情 報 通 信 が 、こ れ か ら

社 会 的 に 大 き く 発 展 し 新 分 野 を 形 成 す

る と 考 え ら れ る 。本 研 究 で は 、P D Aに よ

る 情 報 通 信 を 想 定 す る ユ キ ビ タ ス コ ン

ピ ュ ー テ ィ ン グ の 実 現 も 考 慮 し て い る 。

6 .今 後 の 課 題今 後 の 課 題今 後 の 課 題今 後 の 課 題

こ れ を 実 際 に 公 開 す る こ と で 、い ろ い ろ

な リ ク エ ス ト や ア ド バ イ ス を 頂 い た 。

今 後 は そ れ ら の 意 見 を 反 映 さ せ 、実 装 レ

ベ ル で の 改 良 を 続 け て い き た い 。
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